
昨年12月17日、県北農民連青年部でランチ交流会を

開催しました。若手農家やご夫婦など10名が参加

し、食事を楽しみながら交流を深めました。日頃の取

り組みや課題を共有するとともに、今後の青年部活動

について意見交換を行い、つながりを強める機会とな

りました。

1月20日ウッディハウスとうわで総会を開催
しました。「黒川開拓団の女性たち」という
ドキュメンタリーを視聴し平和について考え
る学習会を行いました。その後、おにやんま
作り、彼岸花作り、ジェルネイルの体験会を
行い、各自がやりたいことを体験しました。
平和について考えるとても良い機会となり、
体験会も盛りだくさんの楽しい一日でした。

オンラインから購入できます！
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無農薬・無化学肥料栽培の大豆を使用
したきなこです。牛乳や豆乳に入れて
きなこドリンクに、お餅やお団子、プ
リンにかけて召し上がっていただくの
もおすすめです！

化学農薬と化学肥料を使用していな
い有機JAS認証取得のお米です。自
然の栄養素がたっぷり含まれた美味
しいお米をぜひお楽しみください！

第32回福島県農民連
女性部協議会総会県北農民連青年部ランチ交流会

原発・火発は不要 !省エネ・再エネ普及で
地球環境を守り、経済の好循環へ

政
府
や
大
手
電
力
会
社
が
原
発
再
稼
働
の
理
由

と
し
て
「
電
力
が
不
足
す
る
」
と
い
う
常
套
句

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
内
の
研
究

者
グ
ル
ー
プ
の
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
に
よ
る
現
実

的
な
解
決
策
を
紹
介
し
ま
す
。

省
エ
ネ
効
果
で
電
力
量
大
幅
削
減
、

原
発
・
石
炭
火
発
は
不
要

　
現
在
、
日
本
の
年
間
電
力
消
費
量
は
約
９

０
０
０
億
k
W
h
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
約

７
割
を
火
力
発
電
、
約
１
割
弱
を
原
子
力
発

電
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構
造
は
、
燃

料
価
格
高
騰
に
よ
る
電
気
料
金
の
上
昇
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
気
候
変
動
対
策
、
原

子
力
の
安
全
性
と
い
っ
た
面
で
大
き
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
照
明
の
L
E
D
化
は
省
エ
ネ
に

最
も
即
効
性
が
高
く
、
確
実
に
電
力
需
要
を

削
減
で
き
る
対
策
で
す
。
２
０
２
７
年
末
ま

で
に
世
界
中
で
蛍
光
灯
製
造
中
止
が
決
ま
っ

て
お
り
、日
本
国
内
に
存
在
す
る
家
庭・業
務・

産
業
用
照
明
を
高
効
率
L
E
D
へ
更
新
し
た

場
合
、
年
間
お
よ
そ
５
０
０
億
k
W
h
規
模

の
電
力
削
減
が
可
能
と
試
算
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
１
０
０
万
k
W
級
の
原
子
力
発
電
所
１

基
が
年
間
に
発
電
す
る
電
力
量
（
約
７
０
億

k
W
h
）
で
換
算
す
る
と
、
約
７
基
分
に
相

当
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
未
来
の
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
研
究
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
研
究

グ
ル
ー
プ
」」
に
よ
る
と
、
産
業
、
業
務
、
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
推
進
で

２
０
３
０
年
に
は
３
４
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
が
削
減
可
能
で
あ
り
、
原
発
４
８
基
分

に
相
当
し
、
石
炭
火
力
発
電
も
廃
止
が
可
能
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
力
料

金
の
抑
制
、
化
石
燃
料
購
入
費
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
強
化
を
同
時
に
達
成
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
予
算
大
幅
増
加
が
必
要

　

左
の
表
1
は
政
府
G
X
計
画
と
「
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ジ
シ
ョ

ン
戦
略
２
０
３
５
（
G
T
戦
略
）
の
比
較
で
す
。
G
T
戦
略
で
は
、
今
後
１０
年
間

で
省
エ
ネ
に
官
民
合
わ
せ
て
１
１
０
兆
円
の
投
資
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
省

エ
ネ
投
資
は
導
入
促
進
の
た
め
、
補
助
金
が
呼
び
水
と
し
て
効
果
的
で
す
。
令
和

７
年
度
も
補
助
事
業
は
あ
り
ま
す
が
、
応
募
が
多
く
、
民
間
事
業
者
の
省
エ
ネ
投

資
意
欲
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
予
算
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
で
国
内

の
光
熱
費
削
減
、
海
外
か
ら
の
化
石
燃
料
購
入
費
が
削
減
で
き
、
大
き
な
経
済
効

果
が
あ
り
ま
す
。
再
エ
ネ
も
５
０
兆
円
の
投
資
が
必
要
で
す
が
、
民
間
主
導
で
進

み
、
２
０
３
５
年
に
は
再
エ
ネ
が
電
力
供
給
に
占
め
る
割
合
は
８
割
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
戦
略
の
実
行
に
よ
り
、
原
発
も
火
発
も
な
い
、
本
来
の
脱
炭
素
社
会
に

移
行
が
可
能
で
す
。（
表
１
・
２
）

　

一
方
政
府
G
X
計
画
は
次
世
代
原
発
や
水
素
ア
ン
モ
ニ
ア
投
資
な
ど
、
ま
だ

実
用
レ
ベ
ル
で
な
い
技
術
投
資
が
多
く
、
大
手
電
力
会
社
の
将
来
に
わ
た
る
利

益
維
持
で
あ
り
、
脱
炭
素
に
も
国
民
経
済
に
も
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電
力
需
要
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

２
０
２
２
年
の
電
力
需
要
に
し
め
る
割
合
は
半
導
体
製
造
業
で
２
・
２
％
、

デ
ー
タ
デ
ン
タ
ー
で
は
０
・
５
％
で
す
。
両
業
界
の
電
力
需
要
が
急
増
（
半
導

体
製
造
が
年
５
％
増
加
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
が
年
率
１５
％
増
加
）
す
る
と
仮
定

し
て
も
、
２
０
３
５
年
は
２
０
２
２
年
需
要
の
７
％
相
当
、
２
０
４
０
年
は
２

０
２
２
年
の
11
％
相
当
と
な
り
、
電
力
全
体
は
省
エ
ネ
に
よ
り
、
２
０
２
２
年

比
で
１５
％
減
少
で
き
ま
す
（「
研
究
グ
ル
ー
プ
」）
左
図

省
エ
ネ
補
助
金
を
活
用
し
、
快
適
で
豊
か
に

　

家
庭
や
事
業
所
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
時
に
は
、
自
治
体
や
国
の
補
助
金
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
福
島
県
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。（
表
３
）
こ
の
予
算
も
応

募
が
殺
到
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
や
自
治
体
に
予
算
の
増
額
を

要
望
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
元
の
電
気
屋
さ
ん
か
ら
購
入
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

還
元
が
２
倍
に
な
る
な
ど
、
地
元
経
済
循
環
の
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
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確
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導
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製
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デ
ー
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電
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増
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確
か
に
半
導
体
製
造
・

デ
ー
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セ
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タ
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減
少

（表1）政府GX計画は既存技術の普及を
          支援するインフラ投資が不足

（表2）

2.中小企業のエネルギーコスト削減支援（予算額23億円）

1. 福島県　省エネ家電購入応援事業（予算額 24億円）

政府GX 研究グループGT戦略

今後10年の総投資額 約150兆円 約218兆円
年平均投資額 約15兆円 約22兆円
財政支出（年額） 2兆円 約5.7兆円
再エネ投資（年額） 約2兆円 約5兆円
省エネ投資（年額） 約4兆円 約11兆円
次世代原発（年額） 0.1兆円 ゼロ
水素・アンモニア投資（年額） 約0.7兆円 ゼロ

政府GX計画
2030年 2035年 2040年 2050年 2030年 2050年

再生可能エネ
ルギー発電比

率

58% 80% 100% 100% 36～38% 主力電源？

原子力発電比率 ゼロ ゼロ ゼロ ゼロ 20～22% 依存？
火力発電 42% LNG

火力（石炭
火力ゼロ）

20% ゼロ ゼロ LNG火力、
石炭火力

LNG火力、
石炭火力、

CCS
電力消費量
（2013年比） -31% -31% -31% -31% -13% ?

化石燃料輸入額 10.4兆円 7兆円 2.5兆円 ゼロ 14.5兆円
（注1）

?

エネルギー支
出額（注2）

30兆円 26兆円 21兆円 約17兆円 45兆円 ?

エアコン
冷蔵庫
エコキュート
照明器具

20,000～40,000ポイント
10,000～40,000ポイント
30,000ポイント
5,000ポイント

補助先
補助率

福島県内の中小企業等
2/3以内（補助上限額300万円）

※地域協力店
（県内に本社のある中小企
業）で購入の場合 2倍のポ
イント還元。3月開始予定。

注1：政府は発表していないので研究会推計値
注2：最終エネルギー消費に対する支出額

（表3）

研究グループのGT戦略

中小企業が省エネルギー効果
が高い機械設備への更新費用
の一部補助。3月開始予定。


